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２年度決算を見る 12p

4p

100億円超の大型決算を認定 2p
２年度の決算

～決算の質疑など～

通学路の安全充実は ～５議員が一般質問～



3 2021（令和３）年10月６日発行No.197 22021（令和３）年10月６日発行No.197

　
９
月
定
例
会
議
は
、
９
月
３
日
か
ら
10
日

ま
で
の
８
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
２
年
度

会
計
の
決
算
認
定
の
ほ
か
３
年
度
補
正
予
算

な
ど
15
議
案
で
、
全
議
員
の
賛
成
で
原
案
ど

お
り
『
決
定
』
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
５
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
町

の
対
応
や
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

順調に進む新庁舎建設工事

９月定例会議

100億円超の大型決算認定

財政健全化判断比率は｢健全｣を維持
　「財政健全化法」に基づく２年度の一般会計・特別会計の決
算、及び第３セクターなどの決算を含めた各指標は、いずれ
も基準を下回りました。

健全化判断比率
各　指　標（早期健全化基準） ２年度 元年度 比較
実質赤字比率　　 （15％未満） 赤字なし 赤字なし －
連結実質赤字比率 （20％未満） 赤字なし 赤字なし －
実質公債費比率　 （25％未満） 8.4％ 7.6％ 0.8
将来負担比率　　 （350％未満） 5.5％ なし 皆増

新庁舎建設やコロナ対策進む

監
査
委
員
の
意
見

　
２
年
度
の
全
会
計
の
総
支

出
額
は
、
１
０
０
億
１
２
５

９
万
円
で
前
年
度
比
26
億
３

３
８
８
万
円
、
35
・
７
％
増

加
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
支
出
額
は
、

88
億
７
４
０
９
万
円
で
前
年

度
比
26
億
６
５
３
５
万
円
、

42
・
９
％
増
加
し
ま
し
た
。

新
庁
舎
建
設
事
業
や
コ
ロ
ナ

対
策
の
定
額
給
付
金
事
業
な

ど
が
主
な
要
因
で
す
。

　
三
つ
の
特
別
会
計
の
支
出

総
額
は
11
億
３
８
５
０
万
円

で
前
年
度
比
３
１
４
６
万
円
、

２
・
７
％
減
少
し
ま
し
た
。

　
地
方
債
は
前
年
度
比
９
億

８
４
５
１
万
円
、
12
・
８
％

増
加
し
ま
し
た
が
、
純
繰
越

金
等
を
活
用
し
た
財
政
健
全

化
の
取
り
組
み
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　
一
般
会
計
決
算
の
詳
し
い

内
容
は
、
12
～
13
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

支
出
は

前
年
度
比
で
26
億
円
増

２  年  度  決  算  の  状  況
会　　計　　名 収　　　　　入 支　　　　　出

一  　般 　 会　  計 96億6898万円 88億7409万円
特
別
会
計

国民健康保険事業　 9億 551万円 8億6338万円
農業集落排水事業　 2億 232万円 1億9587万円
後期高齢者医療事業 8305万円 7925万円

合　　　　　　計 108億5987万円 100億1259万円

町長に意見書を提出する監査委員

資金不足比率
　経営健全化基準は20％未満で、対象となる農業集落排水事業の資金不足は
発生していません。

今ここが
聞きたい

　９月７日、５議員が一般質問を行
いました。
　一般質問は、町の行政全般にわた
り、事務の執行状況や将来の方針な
どを幅広い視点から報告や説明を求
め質問します。　　　　
　議員の質問できる時間は、１時間
以内です。
　議事録の内容は、町のホームペー
ジと議会事務局で閲覧できます。

４ぺージ

近 藤　　 聖 議員
①新しい橋のキャッチフレーズに
ついて
②新しい橋の名称について

５ぺージ

山 崎　 邦 廣 議員
①通学路の安全充実について

６ぺージ

遠 藤　 裕 樹 議員
①障害者福祉の現況と取組みにつ
いて

７ぺージ

姉 帯　 春 治 議員
①森林整備について

８ぺージ
柴 田　 勇 雄 議員

①五日市小学校校庭の不具合遊具
等と栗山地区の子供遊び場の管
理状況について
②町道及び国道等の整備促進につ
いて
③町ホームページの防災カメラ情
報の不具合について

Next p
age
一般質問 　

２
年
度
決
算
は
す
べ
て
の

会
計
が
黒
字
と
な
っ
た
。
歳

入
で
は
、
町
税
な
ど
の
収
入

未
済
額
は
、
前
年
度
に
比
べ

て
減
少
し
て
い
る
が
、
今
後

の
徴
収
の
取
り
組
み
に
対
す

る
創
意
工
夫
を
求
め
る
。

　
地
方
税
法
に
基
づ
い
た
不

納
欠
損
処
理
も
行
っ
て
い
る

が
、
滞
納
が
長
期
に
わ
た
っ

て
い
る
も
の
も
あ
り
、
徴
収

を
基
本
と
し
な
が
ら
、
事
案

に
よ
り
適
切
な
対
応
を
さ
れ

た
い
。

　
２
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
ほ

か
、
定
額
給
付
金
事
業
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
計
画
・
準
備

な
ど
前
例
の
な
い
業
務
が
多

か
っ
た
が
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
進
め
ら
れ
、
住
民
の

安
心
感
へ
と
つ
な
が
っ
た
。

　
平
成
27
年
、
県
内
で
初
め

て
葛
巻
高
校
に
山
村
留
学
制

度
が
導
入
さ
れ
６
年
が
経
過

し
た
。
留
学
生
も
年
々
増
加

の
傾
向
に
あ
り
、
令
和
２
年

度
は
過
去
最
多
の
16
人
が
入

学
し
た
。
ま
た
、
無
料
で
通

え
る
「
町
営
学
習
塾
」
と
連

携
す
る
こ
と
で
、
国
公
立
大

学
へ
の
進
学
者
は
小
規
模
校

と
し
て
他
に
類
の
な
い
増
加

の
傾
向
に
あ
る
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
全
国
的

に
進
ん
で
き
て
い
る
も
の
の
、

変
異
株
の
出
現
な
ど
で
出
口

の
見
え
な
い
状
況
に
あ
る
が
、

町
勢
発
展
と
町
民
福
祉
の
さ

ら
な
る
向
上
を
実
現
さ
れ
る

こ
と
を
切
望
す
る
。
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県
、
警
察
、
町
内
各

学
校
な
ど
と
の
連
携
の
現
状

と
今
後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

　
　
　
町
で
は
、
通
学
路
に

お
け
る
安
全
確
保
を
目
的
に
、

関
係
機
関
で
構
成
す
る
「
葛

巻
町
通
学
路
安
全
推
進
会
議
」

を
平
成
27
年
に
設
置
し
、「
通

学
路
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

策
定
す
る
と
と
も
に
、
年
１

回
の
点
検
を
継
続
的
に
実
施

し
、
点
検
結
果
を
踏
ま
え
た

安
全
対
策
の
検
討
と
充
実
の

ほ
か
、
危
険
箇
所
の
公
表
な

ど
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
先
般
、

千
葉
県
で
痛
ま
し
い
事
故
が

発
生
し
た
こ
と
を
受
け
、
国

の
関
係
機
関
よ
り
通
学
路
の

合
同
点
検
の
実
施
と
危
険
箇

所
の
確
認
に
つ
い
て
依
頼
が

あ
り
、
町
で
は
、
９
月
に
予

定
し
て
い
た
「
葛
巻
町
通
学

路
安
全
推
進
会
議
」
に
よ

る
年
１
回
の
点
検
に
お
い
て
、

改
め
て
危
険
箇
所
の
確
認
を

議
員

町
長

　
　
　
通
学
路
の
安
全
充
実

に
つ
い
て
、
今
後
の
対
策
を

伺
う
。

　
　
　

町
で
は
、「
葛
巻
町

通
学
路
安
全
推
進
会
議
」
に

よ
る
年
１
回
の
点
検
に
お
い

て
抽
出
さ
れ
た
危
険
箇
所
や

議
員

町
長

　
　
　
新
し
い
橋
を「
木
橋
」

と
発
信
し
て
い
る
が
、
今
後

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
ど
の

よ
う
に
使
う
の
か
伺
う
。

　
　
　
林
業
振
興
や
中
心
市

街
地
の
に
ぎ
わ
い
創
出
な
ど

の
た
め
、
町
産
材
活
用
を
検

討
し
て
き
た
。
当
初
構
想
で

は
全
体
構
造
を
木
材
で
建
設

す
る
考
え
だ
っ
た
が
、強
度・

耐
久
性
・
橋
梁
と
し
て
の
許

可
取
得
な
ど
の
課
題
に
よ
り
、

主
構
造
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
、

上
屋
に
木
材
を
使
用
す
る
こ

と
に
し
た
。

　
計
画
検
討
の
思
い
や
情
報

発
信
力
、
聞
き
や
す
さ
、
な

じ
み
や
す
さ
な
ど
を
総
合
的

に
勘
案
し
、
便
宜
的
な
表
現

と
し
て
「
木
橋
」
を
使
用
し

て
い
る
も
の
で
あ
る
。
今
後
、

改
め
て
統
一
的
な
表
現
に
す

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　
木
材
活
用
は
上
屋
部

分
で
あ
り
、
構
造
的
に
「
木

議
員

町
長

議
員

　
　
　
広
報
な
ど
で
掲
載
さ

れ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
図
で
は

「
く
ず
ま
き
お
お
は
し
」
と

な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
で
決

定
か
。
ま
た
、
新
し
い
名
称

に
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
先
人
の
思
い
が
込
め

ら
れ
て
お
り
、
町
民
に
と
っ

て
も
よ
り
親
し
み
が
わ
く
も

の
と
考
え
、
現
在
の
名
称
を

継
承
し
、「
お
お
ば
し

4

4

4

4

」
と

す
る
予
定
で
あ
る
。

　
ま
た
、
新
た
な
町
の
シ
ン

議
員

町
長

近
こん

藤
どう

　聖
きよし

 議員

橋
」
と
呼
ぶ
に
は
違
和
感
や

疑
問
を
感
じ
る
町
民
や
観
光

客
が
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
建
設
工
事

上
は「
上
屋
付
き
橋
梁
」し
て

進
め
て
い
る
。「
木
橋
」
は
、

道
路
構
造
物
と
し
て
使
っ
て

い
る
の
で
は
な
く
、
便
宜
上
、

木
材
を
使
っ
て
い
る
橋
と
し

て
総
称
で
使
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
構
造
物
の
定
義
と

し
て
で
は
な
く
、
町
の
基
幹

産
業
で
あ
る
林
業
の
振
興
・

Ｐ
Ｒ
や
ま
ち
な
か
の
観
光
へ

の
集
客
力
の
向
上
へ
ど
う
発

信
す
る
か
と
い
う
思
い
な
ど

か
ら
、
木
材
を
使
っ
た
施
設

と
し
て
「
木
橋
」
と
表
現
し

て
い
る
。

　
　
　
「
日
本
一
の
木
屋
根

橋
」
と
し
て
発
信
す
る
方
が
、

よ
り
ふ
さ
わ
し
く
安
心
感
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
く
ず
ま
き
観
光
地

域
づ
く
り
協
議
会
の
く
ず
ま

き
型
Ｄ
Ｍ
Ｏ
な
ど
で
検
討
し
、

特
徴
を
生
か
し
た
効
果
的
な

情
報
発
信
に
努
め
た
い
。

建
築
水
道
課
長

副
町
長

議
員

副
町
長

一般質問

問

答

新しい橋の名称は

「おおばし」とする予定

一般質問

新
し
い
橋
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
つ
い
て
　
　
　

新
し
い
橋
の
名
称
に
つ
い
て

山
やま

崎
ざき

　邦
くに

廣
ひろ

 議員

行
う
と
と
も
に
、
通
学
路
に

お
け
る
安
全
確
保
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

　
ま
た
、
通
学
路
を
含
め
道

路
全
般
に
お
け
る
安
全
で
安

心
な
通
行
を
確
保
す
る
た

め
、
国
道
、
県
道
に
お
け
る

危
険
箇
所
に
つ
い
て
、
毎
年

８
月
に
盛
岡
広
域
振
興
局
を

経
由
し
岩
手
県
に
改
善
の
要

望
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後

も
、
早
期
に
安
全
が
確
保
さ

問

答

通学路の安全充実策を伺う

県への要望と合わせ、町道の充実推進

関
係
機
関
と
の
連
携

町
道
の
ハ
ー
ド
対
策

れ
、
安
心
し
て
通
行
で
き
る

道
路
整
備
の
要
望
を
継
続
し

て
い
く
。

橋桁の設置が進む大橋架替工事

ボ
ル
、
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し

て
、
場
所
や
施
設
が
イ
メ
ー

ジ
し
や
す
い
表
現
を
取
り
入

れ
て
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
情
報

発
信
の
内
容
・
方
法
に
つ
い

て
は
改
め
て
検
討
し
て
い
く

考
え
で
あ
る
。

　
　
　
橋
の
新
名
称
・
愛
称

を
町
民
か
ら
公
募
す
る
考
え

は
な
い
か
。

　
　
　
　
地
域
住
民
の
要
望

を
踏
ま
え
、現
段
階
で
は「
お

お
ば
し
」
と
す
る
予
定
だ
が
、

Ｄ
Ｍ
Ｏ
な
ど
で
、
さ
ら
に
検

討
し
た
い
。

議
員

副
町
長

葛巻小学校の通学路（国道281号線、田子付近）

地
域
か
ら
の
要
望
な
ど
を
踏

ま
え
、
カ
ラ
ー
区
画
線
な
ど

の
設
置
の
ほ
か
、
歩
行
空
間

の
分
離
な
ど
に
よ
る
安
全
対

策
を
講
じ
て
き
た
。

　
併
せ
て
、
交
通
指
導
員
に

よ
る
交
通
安
全
教
室
の
開
催

の
ほ
か
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
、
教
職
員
、
保
護

者
に
よ
る
通
学
路
の
見
守
り

な
ど
、
ソ
フ
ト
面
で
の
対
策

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
現
在
、
町
道
茶
屋
場
田
子

線
の
開
通
に
伴
い
、
本
路
線

の
交
通
量
の
増
加
が
見
込
ま

れ
、
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
児

童
生
徒
が
通
学
路
と
し
て
使

用
し
て
い
る
た
め
、
歩
道
の

未
整
備
区
間
の
解
消
に
取
り

組
む
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
そ
の
他
の
路
線
に

つ
い
て
も
、
通
学
路
に
お
け

る
安
全
の
充
実
を
図
り
た
い
。

　
少
子
高
齢
化
が
進
む
な
か
、

児
童
生
徒
の
教
育
環
境
充
実

に
積
極
的
に
取
り
組
む
町
と

し
て
、
し
っ
か
り
進
め
て
い

く
。
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民
有
林
の
整
備
は
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
。

　
　
　
平
成
28
年
度
か
ら
５

年
間
に
町
に
届
け
出
が
あ
っ

た
私
有
林
の
伐
採
状
況
は
年

平
均
で
63
件
、
皆
伐
面
積
１

６
０
㌶
の
う
ち
再
造
林
が
行

わ
れ
た
面
積
は
年
平
均
で
71

㌶
、
再
造
林
率
は
44
㌫
で
あ

る
。

　
現
在
、
国
の
事
業
と
し
て

「
森
林
環
境
保
全
直
接
支
援

事
業
」
が
創
設
さ
れ
、
当
町

で
は
町
森
林
組
合
が
こ
の
事

業
を
活
用
し「
植
付
け
」「
下

刈
り
」「
除
間
伐
」「
造
林
作

業
道
整
備
」
な
ど
に
係
る
経

費
の
一
部
を
、
県
・
盛
岡
広

域
振
興
局
か
ら
直
接
、
補
助

金
と
し
て
交
付
を
受
け
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。

　

民
有
林
の
整
備
状
況
は
、

人
工
林
の
多
く
が
50
年
生
を

迎
え
、
循
環
利
用
に
向
け
た

植
付
け
、
下
刈
り
の
作
業
量

が
増
加
す
る
一
方
で
、
３
齢

議
員

町
長

　
　
　
町
有
林
の
管
理
は
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
。

　
　
　
現
在
、
町
有
林
の
総

議
員

町
長

　
　
　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
実

情
を
身
体
、
知
的
、
精
神
障

が
い
及
び
難
病
患
者
等
、
障

が
い
者
ご
と
に
説
明
を
。

　
　
　
現
在
、
障
が
い
者
福

祉
サ
ー
ビ
ス
は
ヘ
ル
パ
ー
な

ど
に
よ
る
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
施
設
入
所

支
援
、
共
同
生
活
援
助
、
短

期
入
所
の
介
護
給
付
、
就
労

継
続
支
援
Ｂ
型
の
訓
練
等
給

付
の
ほ
か
、
児
童
発
達
支
援

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
実
施
さ

議
員

町
長

　
　
　
今
後
の
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
と
、
新
た
な
自
立
の
た

め
の
支
援
策
は
あ
る
か
。

　
　
　

町
で
は
本
年
３
月

に
「
葛
巻
町
第
６
期
障
が
い

福
祉
計
画
」
を
策
定
し
、
そ

の
中
で
緊
急
時
の
受
け
入
れ

も
含
め
た
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

等
の
整
備
の
必
要
性
、
人
材

の
確
保
を
含
め
具
体
的
な
検

討
・
協
議
を
行
い
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
。

　
自
立
へ
の
支
援
は
重
要
と

考
え
て
お
り
、
就
労
移
行
支

援
の
た
め
訓
練
等
の
給
付
の

ほ
か
、
運
転
免
許
取
得
費
用

等
の
一
部
助
成
や
一
般
就
労

に
向
け
た
支
援
を
実
施
。

　
ま
た
、
独
自
の
事
業
と
し

て
職
場
実
習
を
受
け
入
れ
た

町
内
事
業
者
に
対
し
補
助
金

の
交
付
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
と
も
自
立
し
た
生
活
の
た

め
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て

い
く
。

議
員

町
長

　
　
　
他
の
市
町
村
と
比
較

し
た
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
ど

う
か
、
不
足
し
て
い
る
点
は

議
員

遠
えん

藤
どう

 裕
ひろ

樹
き

 議員

一般質問

問

答

障がい者福祉の現況と取り組みは

福祉サービスの充実を推進

一般質問

障
が
い
者
福
祉
の
実
情
は

今
後
の
取
り
組
み
は

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は

姉
あね

帯
たい

　春
はる

治
じ

 議員

級
以
上
で
実
施
す
る
除
伐
等

の
森
林
整
備
は
減
少
傾
向
に

あ
り
、
平
成
27
年
以
降
は
年

間
10
㌶
前
後
で
推
移
し
て
い

る
。

　
町
で
は
平
成
31
年
４
月
に

施
行
さ
れ
た
「
森
林
経
営
管

理
法
」
に
お
い
て
、
森
林
所

有
者
に
は
適
時
の
伐
採
、
造

林
、
除
伐
、
保
育
、
間
伐
な

ど
の
実
施
を
含
め
、
適
切
な

森
林
管
理
が
義
務
と
し
て
明

確
化
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
制

度
の
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、

補
助
事
業
等
を
活
用
し
な
が

ら
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
る

よ
う
努
め
る
。

　
併
せ
て
森
林
環
境
譲
与
税

問

答

町の森林整備はどう進めるか

補助事業を活用し計画的に進める

民
有
林
の
整
備

町
有
林
の
管
理

を
活
用
す
る
新
た
な
森
林
経

営
管
理
制
度
の
対
象
と
な
る

森
林
約
３
０
０
０
㌶
は
、
昨

年
度
意
向
調
査
を
終
え
、
本

年
度
、
調
査
結
果
を
も
と
に

経
営
管
理
権
集
積
計
画
の
策

定
を
進
め
て
い
る
。
整
備
の

進
ま
な
い
森
林
の
集
積
、
意

欲
と
能
力
の
あ
る
林
業
事
業

体
へ
の
橋
渡
し
な
ど
、
森
林

が
持
つ
豊
か
な
資
源
と
公
益

的
機
能
が
十
分
発
揮
さ
れ
る

よ
う
努
め
る
。

毎週水曜日に焼きとりを販売している福祉作業所

な
い
か
伺
う
。

　
　
　
障
が
い
者
福
祉
に
お

け
る
ニ
ー
ズ
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
市
町
村
で
障
が
い
害
者
の

人
数
や
程
度
に
よ
り
異
な
る

た
め
、
一
律
に
比
較
す
る
の

は
難
し
い
。

　
現
在
、
町
単
独
で
実
施
し

て
い
る
事
業
と
し
て
「
障
が

い
者
等
通
院
交
通
費
助
成
事

業
」「
自
立
支
援
給
付
費
等

利
用
者
負
担
助
成
事
業
」「
高

齢
者
等
外
出
支
援
事
業
」「
発

達
障
が
い
児
療
育
支
援
事

業
」「
す
て
っ
ぷ
ク
ラ
ス
事

業
」「
特
別
支
援
学
校
等
通

学
通
所
支
援
事
業
」「
ぬ
く

も
り
助
成
事
業
」
な
ど
が
あ

る
。

　
他
に
も
関
係
機
関
と
の
連

携
に
よ
る
相
談
支
援
体
制
に

よ
り
、
障
が
い
者
の
自
立
と

社
会
参
加
の
促
進
を
図
る
と

と
も
に
、
家
族
を
含
め
町
内

で
安
心
し
て
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
き
め
細
や
か
な

支
援
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

心
が
け
て
い
る
。

町
長

倒木が目立つ根地戸の町有林（２年12月）

面
積
は
１
６
３
５
㌶
で
、
林

齢
別
で
は
46
～
55
年
生
が
34

㌫
、
56
～
65
年
生
が
45
㌫
と

な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
、
町
有
林
に
つ

い
て
は
長
伐
期
施
業
の
森
林

経
営
計
画
と
し
て
い
る
た
め
、

こ
こ
数
年
は
主
伐
を
行
っ
て

い
な
い
状
況
で
、
造
林
や
保

育
、
伐
採
な
ど
が
計
画
的
か

つ
適
切
な
森
林
管
理
に
努
め

て
き
た
。
こ
の
５
年
間
の
実

績
と
し
て
は
地ぢ

拵ご
し
ら

え
、
植
付

け
、
下
刈
り
、
間
伐
な
ど
総

面
積
１
５
２
㌶
の
施
業
を
実

施
し
た
。

　
ま
た
、
町
有
林
は
先
人
が

大
事
に
守
り
育
て
て
き
た
資

源
で
あ
り
、
町
民
の
貴
重
な

財
産
で
も
あ
る
の
で
、
次
代

を
担
う
世
代
に
し
っ
か
り
つ

な
い
で
い
く
た
め
に
も
、
現

在
進
め
て
い
る
新
庁
舎
の
建

設
で
一
部
部
材
と
し
て
使
用

す
る
予
定
で
あ
る
。

　
引
き
続
き
、
国
・
県
の
補

助
事
業
を
活
用
し
計
画
的
に

森
林
整
備
を
進
め
た
い
。

れ
て
お
り
、
身
体
障
が
い
者

手
帳
３
４
５
人
、
療
育
手
帳

90
人
、
精
神
障
が
い
者
保
健

福
祉
手
帳
62
人
。

　
他
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で

き
る
各
種
受
給
者
証
の
所
有

者
は
１
８
６
人
で
あ
る
。

　
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
総
額
は

２
億
５
３
６
０
万
円
程
と

な
っ
て
い
る
。

※本議会で作成する公文書等では「障害」を「障がい」とひらがな表記します。
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五
日
市
小
学
校
校
庭

の
不
具
合
遊
具
が
、
放
置
状

態
に
な
っ
て
い
る
。
バ
ッ
ク

ネ
ッ
ト
破
損
と
あ
わ
せ
て
管

理
改
善
の
対
応
を
伺
う
。

　
　
　
五
日
市
小
学
校
の
遊

具
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
が

著
し
か
っ
た
た
め
、
使
用
禁

止
と
し
て
い
た
。
遊
具
は
修

繕
が
難
し
い
た
め
撤
去
を
、

バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
は
修
繕
す
る

こ
と
で
調
整
し
て
い
る
。

　
　
　
遊
具
撤
去
後
の
再
整

備
の
考
え
は
。

議
員

町
長

議
員

　
　
　
町
道
宝
積
寺
線
の
出

入
口
改
修
整
備
に
つ
い
て
は
、

以
前
に
も
一
般
質
問
で
取
り

上
げ
た
が
、
進
展
し
て
い
な

い
。
改
修
整
備
が
必
要
と
思

う
が
、
町
当
局
の
考
え
は
。

　
　
　
本
路
線
に
つ
い
て
は
、

安
全
性
や
利
便
性
の
観
点
か

議
員

町
長

柴
しば

田
た

 勇
いさ

雄
お

 議員

問

答

不具合遊具の管理状況は

修繕が難しいことから撤去

一般質問

学
校
施
設
の
早
期
改
修
整
備
を

防
災
カ
メ
ラ
の
不
具
合

町
道
・
国
道
の
整
備
促
進

歩道整備が予定されている町道茶屋場田子線（葛葉荘付近）

ら
早
急
な
改
良
整
備
が
必
要

な
路
線
の
一
つ
と
認
識
し
て

い
る
。

　
一
方
で
、
本
格
的
な
改
良

整
備
を
進
め
よ
う
と
し
た
場

合
、
多
く
の
時
間
と
多
額
の

事
業
費
が
か
か
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
。

　
町
で
は
、
国
道
２
８
１
号

線
の
城
内
小
路
地
区
の
急

カ
ー
ブ
の
改
良
を
国
・
県
に

継
続
要
望
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
一
体
的
な
改
良
に
つ
い

て
国
道
を
管
理
す
る
。

　
県
・
岩
手
土
木
セ
ン
タ
ー

な
ど
と
も
協
議
し
な
が
ら
、

本
路
線
の
改
修
整
備
に
向
け

検
討
を
進
め
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　
町
道
茶
屋
場
田
子
線

の
総
合
セ
ン
タ
ー
裏
か
ら
、

田
子
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
間

の
整
備
工
事
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　

本
路
線
の
歩
道
は
、

馬
渕
川
側
に
幅
員
２
ｍ
で
整

備
す
る
。

　
一
部
の
工
事
着
手
を
本
年

度
行
う
こ
と
で
進
め
て
お
り
、

令
和
６
年
度
中
の
完
成
を
見

込
ん
で
い
る
。

議
員

町
長

　
　
　
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
る
防
災
カ
メ
ラ
情
報
10

カ
所
の
う
ち
、
４
カ
所
の
映

像
が
な
い
。

　
今
後
の
適
切
な
運
用
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
　
設
備
の
耐
用
年
数
の

ほ
か
設
備
の
移
設
に
係
る
経

費
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
、

来
年
度
の
新
庁
舎
完
成
に
合

わ
せ
て
更
新
を
予
定
し
て
い

る
。 議

員
町
長

定 例 会 議 で
決 ま っ た こ と

人
事
案
件

計
画
策
定

請
負
契
約

条
例
改
正

補
正
予
算

●
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者

の
推
薦
に
関
し
意
見
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

藤
岡
徹
さ
ん
（
新
町
）、

荒
谷
光
子
さ
ん
（
小
田
）
の

推
薦
に
関
し
、
意
見
適
任
と

し
ま
し
た
。
任
期
は
６
年
９

月
30
日
ま
で
。

●
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

の
同
意

　
漆
真
下
孝
幸
さ
ん（
大
沢
）

を
再
任
す
る
こ
と
に
同
意
。

任
期
は
６
年
９
月
30
日
ま
で
。

　
９
月
定
例
会
議
で
人
事
案
件
や
条
例
改
正
、
３
年
度
補
正
予
算
な
ど
の
審
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展

計
画

　
新
過
疎
法
に
基
づ
き
新
た

な
過
疎
計
画
を
策
定
。

●
復
興
産
業
集
積
区
域
に
お

け
る
固
定
資
産
税
の
課
税

免
除
に
関
す
る
条
例
を
廃

止
す
る
条
例

　
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別

地
域
法
に
よ
る
地
方
税
関
係

条
例
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

岩
手
県
内
市
町
村
に
廃
止
す

る
旨
の
通
達
が
あ
り
、
対
応

す
る
も
の
。

●
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展

の
支
援
に
関
す
る
特
別
措

置
法
の
適
用
に
伴
う
固
定

資
産
税
の
課
税
免
除
に
関

す
る
条
例

　
課
税
免
除
に
関
す
る
対
象

業
種
に
新
た
に
情
報
サ
ー
ビ

ス
業
等
を
加
え
、
取
得
価
格

の
合
計
額
の
上
限
を
変
更
す

る
も
の
な
ど
。

◇
一
般
会
計
（
第
２
号
）

　
３
億
５
１
１
８
万
円
追
加

し
、
総
額
を
80
億
７
５
３
３

円
と
し
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
下
の
表
の
と

お
り
。

◇
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
（
第
１
号
）

　
６
４
５
万
円
追
加
し
、
総

額
を
２
億
２
７
７
５
万
円
と

し
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
下
の
表
の

と
お
り
。

●
高
齢
者
福
祉
施
設
整
備
工

事
◇
契
約
額　
４
億
３
８
９
０

万
円

◇
工
期　
４
年
３
月
31
日

◇
契
約
相
手　

(

株)

丹
野
組

　
【
二
戸
市
】

◇
内
容　
二
階
建
て
、
延
べ

床
面
積
１
１
８
７
平
方

メ
ー
ト
ル
。
一
階
は
一
般

浴
室
や
休
憩
室
、
事
務
室
。

二
階
の
集
会
室
と
会
議
室

は
避
難
所
と
し
て
兼
用
で

き
、
自
家
発
電
室
や
備
蓄

庫
も
併
設
。
バ
リ
ア
フ

リ
ー
に
配
慮
し
た
施
設
。

●
特
別
養
護
老
人
ホ
―
ム
高

砂
荘
浴
室
等
整
備
工
事

◇
契
約
額　
１
億
６
１
１
５

万
円

◇
工
期　
４
年
２
月
28
日

◇
契
約
相
手　

大
伸
工
業

(

株)

【
盛
岡
市
】

◇
内
容　
浴
室
を
施
設
入
所

者
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
で
分
離
し
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
整
備
。

特
別
浴
槽
２
基
の
入
浴
室

や
、面
会
室
、会
議
室
な
ど
。

補正予算の主な内容
会計名など 補正額 補正後の予算額

一般会計
（第２号） ３億5118万円 80億7533万円

主な使いみち
　■財政調整基金等積立金	 …………2億5000万円
　■庁舎建設事業費	 ………………………1500万円
　■二酸化炭素排出抑制対策事業費	 ……1011万円
　■道路改良事業費・茶屋場田子線	 ……1000万円
　■道路改良事業費・葛巻浦子内線	 ……1000万円

農業集落排水事業
特別会計（第１号） 645万円 ２億2775万円

主な使いみち
　■農業集落排水施設等修繕	 ……………100万円
　■町整備型浄化槽施設等修繕	 …………100万円

　
　
　
　
　
　
　

撤
去
後
の

遊
具
の
再
整
備
は
、
隣
接
す

る
五
日
市
保
育
園
の
改
修
や

保
・
小
連
携
の
取
り
組
み
な

ど
を
勘
案
し
な
が
ら
整
備
す

る
こ
と
で
検
討
し
て
い
る
。

こ
ど
も
教
育
課
長

放置状態となっている五日市小学校の不具合遊具
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議案等番号 件名と主な内容 議決
結果 賛　否

　３年度：補正予算
議案第22号 一般会計（第２号）…３億5118万円増額し、80億7533万円に 可決 全員賛成

議案第23号 農業集落排水事業特別会計(第１号)…645万円増額し、2億2775万円に 可決 全員賛成

　条例改正

議案第24号 復興産業集積区域における固定資産税の課税免除に関する条例を廃止する条例…岩手県内
市町村への通達により廃止 可決 全員賛成

議案第25号 過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法の適用に伴う固定資産税の課税免除に関
する条例…新たな対象業種に情報サービス業等を加え、取得価格の合計額の上限を変更 可決 全員賛成

　契約・財産取得
議案第26号 高齢者福祉施設整備工事…契約相手：(株)丹野組【二戸市】、契約金額４億3890万円 可決 全員賛成

議案第27号 特別養護老人ホーム高砂荘浴室等整備工事…契約相手：大伸工業(株)【盛岡市】、契約金額
１億6115万円 可決 全員賛成

議案第28号 財産の取得…取得内容：学校情報機器、契約相手：日東通信(株)岩手支店【盛岡市】、契約
金額1716万円 可決 全員賛成

　計画の策定
議案第29号 葛巻町過疎地域持続的発展計画…新過疎法に基づき新たな過疎計画を策定 可決 全員賛成

　人事案件

議案第30号 人権擁護委員の候補者の推薦に関し意見を求めること…藤岡徹さん（新町・再任） 意見
適任 全員賛成

議案第31号 人権擁護委員の候補者の推薦に関し意見を求めること…荒谷光子さん（小田・再任） 意見
適任 全員賛成

同意第11号 固定資産評価審査委員会の委員の選任…漆真下孝幸さん（大沢・再任） 同意 全員賛成

　２年度：決算
認定第３号 一般会計…歳入総額96億6898万円、歳出総額88億7409万円 認定 全員賛成

認定第４号 国民健康保険事業勘定特別会計…歳入総額9億551万円、歳出総額8億6338万円 認定 全員賛成

認定第５号 農業集落排水事業特別会計…歳入総額2億232万円、歳出総額1億9587万円 認定 全員賛成

認定第6号 後期高齢者医療事業特別会計…歳入総額8305万円、歳出総額7927万円 認定 全員賛成

　発議案
発委第３号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書 可決 全員賛成

定 例 会 議 で
決 ま っ た こ と

定 例 会 議 で
決 ま っ た こ と

【
主
な
質
疑
】

脱
炭
素
対
策

基
金
の
見
通
し

ワ
ク
チ
ン
接
種

ふ
る
さ
と
納
税

農
林

環
境

総
務

健
康

福
祉

い
ら
っ

し
ゃ
い

　
　
二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制

対
策
事
業
費
の
委
託
料
の
内

容
は
。

　
　
昨
年
秋
、
国
で
※
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
２
０
５

０
年
に
二
酸
化
炭
素
の
排
出

を
ト
ー
タ
ル
で
ゼ
ロ
に
抑
え

る
と
い
う
目
標
を
設
定
し
た

こ
と
を
受
け
て
の
も
の
。
各

市
町
村
で
つ
く
る
温
暖
化
対

策
の
計
画
な
ど
で
目
標
設
定

問答

　
　
町
の
主
要
３
基
金
（
財

政
調
整
基
金
、
町
債
減
債
基

金
、地
域
づ
く
り
振
興
基
金
）

の
中
で
、
動
き
の
な
い
基
金

も
あ
る
が
今
後
の
見
通
し
は
。

　
　
財
政
調
整
基
金
は
、
一

般
的
に
標
準
財
政
規
模
の
10

㌫
程
度
が
適
正
水
準
で
、
本

町
は
20
㌫
ほ
ど
を
積
み
立
て

て
い
る
。
減
債
基
金
の
基
準

は
特
に
定
め
は
な
く
、
借
入

残
高
の
10
㌫
ほ
ど
を
目
安
に

積
み
立
て
し
て
い
る
。

　
減
債
基
金
の
活
用
は
、
地

方
債
の
繰
上
償
還
、
中
長
期

的
な
財
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

を
す
る
重
要
な
役
割
。
基
金

を
有
効
活
用
し
、
事
業
の
推

進
を
図
り
た
い
。

問答

　
　
希
望
者
に
対
す
る
ワ
ク

チ
ン
の
集
団
接
種
が
８
月
ま

で
に
完
了
し
た
が
、
接
種
率

は
ど
う
か
。

　
　
９
月
６
日
現
在
、
１
回

目
が
89
・
６
㌫
、
２
回
目
は

88
・
８
㌫
で
あ
る
。

　
今
後
、
12
歳
か
ら
15
歳
ま

で
の
人
に
接
種
券
を
郵
送
、

希
望
者
に
10
月
ま
で
に
接
種

す
る
予
定
で
進
め
て
い
る
。

問答
　
　
自
主
財
源
と
し
て
期
待

さ
れ
る
ふ
る
さ
と
納
税
の
状

況
、
人
気
の
返
礼
品
と
そ
の

対
応
の
体
制
は
十
分
か
。

　
　
７
月
末
ま
で
の
実
績
は
、

１
２
２
件
３
２
２
万
円
。
本

年
度
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
の
受
付
へ
移
行
し
て
い
る
。

寄
付
額
１
万
円
の
件
数
が
一

番
多
く
、
ふ
る
さ
と
セ
ッ
ト

と
い
う
ワ
イ
ン
と
牛
肉
の

問答

議  員  の  判  断〈議決結果〉 財
産
取
得

意

見

書

●
学
校
情
報
機
器

◇
契
約
額　
１
７
１
６
万
円

◇
納
期　
３
年
12
月
28
日

◇
契
約
相
手　

日
東
通
信

(

株)

岩
手
支
店【
盛
岡
市
】

◇
内
容　
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ

ソ
コ
ン
（
ソ
フ
ト
含
む
）

の
整
備
。
教
師
用
な
ど
１

０
０
台
。
天
吊
り
プ
ロ
ジ

ェ
ク
タ
ー
及
び
天
吊
り
ス

ク
リ
ー
ン
各
24
台
。
移
動

式
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
７
台
。

●
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い

財
政
状
況
に
対
処
し
地
方

税
財
源
の
充
実
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出

　
地
方
の
安
定
的
な
財
政
運

営
に
必
要
な
財
源
を
確
保
・

充
実
す
る
こ
と
を
求
め
る
な

ど
５
項
目
に
つ
い
て
、
内
閣

総
理
大
臣
等
へ
意
見
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

す
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
、

国
か
ら
１
０
０
㌫
の
補
助
を

受
け
計
画
を
策
定
す
る
。

　
住
民
の
意
向
調
査
等
を
踏

ま
え
、
風
力
、
太
陽
光
な
ど

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か
と

い
う
検
討
が
中
心
と
な
る
。

※
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

　
地
球
温
暖
化
の
主
な
原
因

と
な
る
二
酸
化
炭
素
排
出
量

を
抑
制
す
る
た
め
の
考
え
方
。

排
出
量
か
ら
吸
収
量
、
除
去

量
を
差
し
引
い
た
合
計
を
ゼ

ロ
に
す
る
こ
と
。

セ
ッ
ト
、
乳
製
品
の
セ
ッ
ト

な
ど
が
人
気
。
組
み
合
わ
せ

な
ど
を
検
討
し
、
返
礼
品
の

魅
力
を
高
め
た
い
。
お
歳
暮

な
ど
の
時
期
に
も
対
応
で
き

る
よ
う
調
整
し
た
い
。

くずまきテレビ
録画放送の予定

月　　日 時　間 内　　　容

10月８日（金）
９時～ 議案説明、一般質問
17時～ 議案審議

月　　日 時　間 内　　　容

10月９日（土）
９時～ 議案審議
17時～ 議案説明、一般質問

10月10日（日）
９時～ 議案説明、一般質問
17時～ 議案審議

昨年から稼働している上外川風力発電施設
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新庁舎建設により支出増 基 金 微 増・ 町 債 増 加

　
収
入
　
総
額
は
96
億
６
８

９
８
万
円
で
、
前
年
度
比
26

億
６
５
７
７
万
円
、
38
・
１

㌫
の
増
で
す
。

　
歳
入
全
体
の
36
㌫
を
占
め

る
地
方
交
付
税
は
35
億
２
２

６
８
万
円
で
、
前
年
度
比
２

億
５
７
２
９
万
円
、
６
・
２

㌫
増
加
し
ま
し
た
。

　
町
債
は
18
億
１
２
３
４
万

円
で
、
新
庁
舎
建
設
工
事
な

ど
の
大
型
の
ハ
ー
ド
事
業
に

よ
り
前
年
度
比
12
億
６
９
９

４
万
円
、
２
３
４
・
１
㌫
の

大
幅
な
増
加
と
な
り
ま
し

た
。

　
町
税
は
４
億
６
５
６
０
万

円
で
、
前
年
度
比
１
２
９
３

万
円
、
２
・
７
㌫
減
少
し
ま

し
た
。

　
支
出
　
総
額
は
88
億
７
４

０
９
万
円
で
、
前
年
度
比
26

億
６
５
３
５
万
円
、
42
・
９

㌫
の
大
幅
な
増
加
と
な
り
ま

し
た
。

　
総
務
費
は
34
億
４
８
９
９

万
円
で
、
新
庁
舎
建
設
事
業

費
や
基
金
積
立
金
の
増
に
よ

り
前
年
度
比
24
億
３
８
２
４

万
円
、
２
４
１
・
２
㌫
増
加

し
ま
し
た
。

　
農
林
水
産
業
費
は
８
億
３

４
５
６
万
円
で
、
酪
農
ヘ
ル

パ
ー
住
宅
の
整
備
事
業
等
に

よ
り
前
年
度
比
１
億
７
０
６

０
万
円
、
25
・
７
㌫
増
加
し

ま
し
た
。

　
教
育
費
は
４
億
９
６
１
０

万
円
で
、
山
村
留
学
生
寄
宿

舎
整
備
事
業
の
完
了
等
に
よ

り
前
年
度
比
２
億
６
３
０
２

万
円
、
34
・
６
㌫
減
少
し
ま

し
た
。

　
公
債
費
は
、
８
億
５
５
８

７
万
円
で
、
繰
上
償
還
に
よ

り
前
年
度
比
６
３
３
７
万

円
、
８
・
０
㌫
増
加
し
ま
し

た
。

　
基
金
（
貯
金
）
残
高
は
57

億
９
４
３
５
万
円
で
、
前
年

度
比
１
億
５
４
５
９
万
円
、

２
・
７
㌫
増
加
し
ま
し
た
。

　
町
債
（
借
入
金
）
残
高
は

86
億
５
２
３
９
万
円
で
、
前

年
度
比
９
億
８
４
５
１
万
円
、

12
・
８
㌫
増
加
し
ま
し
た
。

住民一人当たりにすると

(　　　　　)

建設事業費が　
27万円
増えたわ

1,52５,000円
３年３月末の人口

5,818人

繰出金 5.5％
84,000円

負担金など
29.9％
456,000円

物件費 9.5％
145,000円

建設事業費 29.4％
448,000円

公債費 9.6％
146,000円

扶助費 5.9％
90,000円

人件費 10.2％
156,000円

項　目 内　　　　容

総務費 町の財産管理や町税の事務などに
充てる経費

民生費 高齢者や障がい者、保育所運営な
ど社会保障に充てる経費

公債費 事業のために国などから借りたお
金の元利償還金

農林水
産業費

農林・畜産業の振興などに充てる
経費

衛生費 保健・衛生・環境などの業務に充
てる経費

土木費 道路・公園・河川などの建設や維
持管理に充てる経費

教育費 小・中学校の運営や社会教育・体
育事業に充てる経費

消防費 防災や災害時の活動などに充てる
経費

商工費 商工業や観光の振興などに充てる
経費

議会費 議会の運営に充てる経費

その他
の経費

災害復旧費､ 労働費､ 諸支出金､
予備費などの経費

項　目 内　　　　容

自 
主 
財 

源

［
町
が
自
力
で
収

入
で
き
る
お
金
］

町　　税 町民税や固定資産税など、町
民の皆さんからの税金

諸 収 入 町税の延滞金や預金利子など

その他の 
自主財源

保育料など、他の収入科目に
含まれないお金

依　
存　
財　
源

［
国
・
県
な
ど
か
ら
、
交
付
、

割
り
当
て
ら
れ
る
お
金　
　

］

地方交付税 町の財政需要の状況により国
から配分されるお金

町　　債 事業を行うために国や金融機
関などから借りるお金

国庫支出金 事業を行うために国からもら
うお金

県支出金 事業を行うために県からもら
うお金

その他の 
依存財源

地方消費税交付金、地方譲与
税、自動車取得税交付金など

２年度一般会計決算を見る

民生費
11億7442万円
13.2％

民生費
11億7442万円
13.2％

支出
88億円

衛生費
7億6337万円
8.6％

衛生費
7億6337万円
8.6％

総務費
34億4900万円
38.9％

総務費
34億4900万円
38.9％

農林水産業費
8億3456万円
9.4％

農林水産業費
8億3456万円
9.4％

公債費
8億5587万円
9.6％

公債費
8億5587万円
9.6％

土木費
6億4229万円
7.2％

土木費
6億4229万円
7.2％

消防費
3億3584万円　3.8％
消防費
3億3584万円　3.8％

その他の経費
9084万円　1.1％
その他の経費
9084万円　1.1％

商工費
1億6573万円　1.9％
商工費
1億6573万円　1.9％

議会費
6606万円　0.7％
議会費
6606万円　0.7％

教育費
4億9610万円
5.6％

教育費
4億9610万円
5.6％

収入
96億円

町税
4億6569万円
4.8％

町税
4億6569万円
4.8％
諸収入
1億144万円
1.1％

諸収入
1億144万円
1.1％

その他の
自主財源
15億1267万円
15.6％

その他の
自主財源
15億1267万円
15.6％

地方交付税
35億2268万円
36.4％

地方交付税
35億2268万円
36.4％

町債
18億1234万円
18.7％

町債
18億1234万円
18.7％

国庫支出金
14億4800万円
15.0％

国庫支出金
14億4800万円
15.0％

県支出金
5億3738万円
5.6％

県支出金
5億3738万円
5.6％

その他の依存財源
2億6887万円　2.8％
その他の依存財源
2億6887万円　2.8％

自主財源
20億7971万円
21.5％

自主財源
20億7971万円
21.5％

依存財源
75億8927万円
78.5％

依存財源
75億8927万円
78.5％
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徴
収
対
策

滞
納
整
理

時
効
の
中
断

財
政
の
分
析

基
金
の
管
理

学
力
向
上
対
策

住
民

会
計

住
民

会
計

住
民

会
計

総
務

総
務

こ
ど
も

教
　
育

　
　
２
年
度
分
の
税
の
徴
収

率
は
県
平
均
だ
が
、
滞
納
繰

越
分
の
徴
収
率
が
低
い
。
滞

納
の
累
積
は
、
処
理
の
困
難

へ
つ
な
が
る
が
、
滞
納
繰
越

分
の
処
理
の
考
え
方
は
。

　
　
複
雑
な
事
案
に
つ
い
て

相
続
人
や
時
効
等
を
徹
底
的

に
調
査
す
る
が
、
法
令
に
照

ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
整
理
を

進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

相
続
関
係
以
外
に
も
長
期
に

滞
納
さ
れ
て
い
る
事
案
も
あ

る
。
同
様
に
徹
底
し
た
調
査

に
よ
り
、
徴
収
あ
る
い
は
猶

予
、
執
行
停
止
、
欠
損
な
ど

の
処
分
を
進
め
て
い
く
。

　
本
年
５
月
か
ら
新
た
に
税

問答

　
　
滞
納
に
か
な
り
古
い
も

の
が
あ
り
、
不
納
欠
損
の
処

理
が
必
要
な
も
の
は
な
い
か
。

処
理
に
は
事
務
的
に
大
変
な

作
業
で
あ
る
が
、
積
極
的
に

進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
古
い
滞
納
分
の
金
額
は

令
和
２
年
度
末
に
お
い
て
、

普
通
税
が
約
３
７
０
０
万
円
、

国
保
税
は
約
４
３
０
０
万
円

あ
る
。
平
成
22
年
以
前
の
も

の
に
つ
い
て
も
合
わ
せ
て
３

５
０
０
万
円
ほ
ど
あ
る
。
こ

れ
ら
を
解
消
し
、
徴
収
率
の

向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
長

年
の
課
題
で
あ
る
。
昨
年
も
、

法
律
に
基
づ
い
て
古
い
も
の

は
整
理
す
べ
き
と
の
ご
意
見

も
い
た
だ
き
進
め
て
い
た
が
、

年
度
内
に
多
く
は
処
理
と
な

ら
な
か
っ
た
。

　
未
納
者
が
亡
く
な
っ
て
い

る
場
合
、
相
続
等
の
確
認
に

答

　
　
本
町
で
は
、
収
入
未
済

額
の
時
効
中
断
の
手
続
き
を

ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
か

伺
う
。

　
　
分
納
誓
約
ま
た
は
所
得

税
還
付
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

滞
納
分
に
充
当
す
る
な
ど
、

そ
の
都
度
、
時
効
の
中
断
に

つ
い
て
適
正
に
管
理
し
て
い

る
。

答

　
　
財
政
指
標
、
未
収
金
、

予
算
執
行
率
、
事
業
繰
越
等

ど
う
分
析
し
捉
え
て
い
る
か
。

　
　
財
政
健
全
化
率
、
将
来

負
担
比
率
と
も
に
上
昇
し
た

が
、
新
庁
舎
の
建
設
等
大
型

事
業
に
よ
る
も
の
で
、
両
指

標
と
も
県
平
均
は
下
回
っ
て

い
る
。
収
入
未
済
額
は
保
育

料
で
一
部
あ
っ
た
が
、
全
体

的
に
は
納
付
さ
れ
て
お
り
、

町
民
の
納
付
に
対
す
る
意
識

答

　
　
動
き
の
な
い
基
金
や
少

額
の
基
金
が
あ
る
が
、
今
後

　
　
小
学
校
、
中
学
校
の
学

笑顔で対応する収納窓口の職員

輝くふるさと常任委員会

問

問

問

問

問

　
輝
く
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
（
鈴
木
満
委
員
長
）

は
、
９
月
７
日
に
各
会
計
の
２
年
度
決
算
の
審
査
を

行
い
、
予
算
が
効
果
的
か
つ
適
正
に
使
わ
れ
て
い
る

か
、
事
業
の
実
施
効
果
や
状
況
は
ど
う
だ
っ
た
の
か

確
認
し
ま
し
た
。

　
主
な
質
疑
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

の
基
金
管
理
は
ど
う
考
え
て

い
る
か
。
財
政
的
に
優
位
性

の
あ
る
基
金
も
あ
り
、
も
っ

と
有
効
的
な
活
用
を
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　
設
立
当
初
の
趣
旨
や
そ

の
効
果
か
ら
、
変
更
や
廃
止

を
含
め
た
見
直
し
が
必
要
な

も
の
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
様
々
な
検
討
を
行
い
基

金
の
有
効
活
用
を
図
り
た
い
。

答

や
理
解
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
予
算
執
行
率
は
、
昨
年
度

よ
り
改
善
、
国
の
予
算
の
関

係
で
年
度
繰
り
越
し
と
な
っ

た
事
業
も
あ
る
が
適
正
に
整

理
さ
れ
て
い
る
。
庁
舎
や
大

橋
の
建
設
等
ま
ち
づ
く
り
の

基
盤
と
な
る
イ
ン
フ
ラ
整
備

を
進
め
な
が
ら
、
安
定
的
な

財
政
の
維
持
に
努
め
た
い
。

務
事
務
専
門
員
を
配
置
し
、

こ
れ
ま
で
処
理
が
難
航
し
て

い
る
滞
納
解
消
に
向
け
た
取

り
組
み
を
強
化
、
加
速
す
る

と
い
う
考
え
方
で
体
制
も

と
っ
て
い
る
。

　
　
納
付
し
た
人
と
の
公
平

性
も
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
く
か
。

　
　
平
成
30
年
か
ら
延
滞
金

の
適
切
な
徴
収
を
進
め
て
い

る
。

　
　
県
平
均
並
み
ま
で
徴
収

率
を
上
げ
な
い
と
、
自
主
財

源
の
確
保
も
難
し
い
。
目
標

を
持
っ
て
対
応
、
職
員
へ
の

指
導
を
し
て
い
る
か
。

　
　
現
年
分
の
徴
収
を
優
先

し
て
お
り
、
本
年
度
は
、
滞

納
繰
越
分
の
処
分
を
進
め
、

徴
収
率
を
上
げ
て
い
く
予
定
。

問答問答

毎
年
春
の
徴
収
対
策
本
部
会

議
で
、
目
標
を
立
て
て
い
る
。

時
間
が
か
か
っ
て
い
る
。

　
　
町
民
税
等
の
２
年
度
分

の
不
納
欠
損
は
、
９
件
で
８

万
１
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

不
納
欠
損
に
至
っ
た
理
由
は
。

　
　
町
民
税
の
う
ち
29
年
度

の
１
件
は
死
亡
者
案
件
、
相

続
人
全
員
の
相
続
放
棄
が
確

認
で
き
て
の
即
時
欠
損
で
、

22
・
24
年
度
分
は
所
在
不
明

に
よ
り
催
告
や
納
税
相
談
の

折
衝
が
確
認
で
き
ず
、
徴
収

権
が
消
滅
、
時
効
と
な
っ
た
。

問答力
の
関
係
に
つ
い
て
、
全
国

や
県
と
比
較
し
て
ど
う
か
。

現
在
の
町
内
の
授
業
づ
く
り

は
、
ど
の
よ
う
な
形
で
指
導

し
て
い
る
か
。

　
　

本
年
度
の
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
の
結
果
は
ま

だ
届
い
て
い
な
い
。
昨
年
度

は
コ
ロ
ナ
禍
で
調
査
は
中
止

と
な
っ
た
が
、
本
町
は
自
主

的
に
全
小
中
学
校
で
実
施
し

た
。

　
そ
の
結
果
と
分
析
に
よ
り
、

場
面
の
状
況
を
自
分
事
と
し

て
捉
え
、
見
通
し
を
持
ち
適

答

切
に
知
識
・
技
能
を
活
用
し

考
え
を
進
め
る
力
や
、
自
分

の
考
え
を
相
手
に
わ
か
り
や

す
く
工
夫
し
説
明
す
る
力
に

課
題
が
あ
る
と
捉
え
た
。

　
問
題
発
見
・
解
決
能
力
の

育
成
の
た
め
本
年
度
か
ら

「
く
ず
ま
き
創
造
学
」
と
名

付
け
、
総
合
学
習
な
ど
の
中

で
、
葛
巻
の
人
的
資
源
、
自

然
環
境
、
歴
史
、
文
化
等
を

題
材
と
し
た
学
習
を
取
り
入

れ
、
町
の
次
代
を
担
う
人
材

育
成
の
取
り
組
み
と
し
て
各

学
校
で
実
践
し
て
い
る
。

賛
成
討
論
　
　『 

健
全
な
財
政
運
営
を
評
価 

』

　２年度一般会計と特別会計の歳入歳
出決算を認定することに賛成する。
　２年度は新型コロナウイルス感染症
の拡大により国内外を問わず感染症
対策に追われ、町民の生活はもとよ
り雇用や経済に大きな影響が出た一年
であった。各種事業の中止、規模縮小、
事業実施方法の調整などを余儀なくさ
れ、当局は多大な苦労があったと思う。
　町の最重要課題である人口減少対策
については、対面型の移住定住イベン
トの開催が難しい中、インターネット
を活用したオンラインイベントへ切り
替えて実施するなど、コロナ禍の状況
下においても町の認知度の向上や移
住・定住に向けた取り組みを引き続き
実施している。
　町債減債基金や公共施設等整備基金
を活用し、町債の繰上償還等を実施す
るなど、将来の財政負担の軽減を図り、
先を見据えた財政健全化の取り組みに
努められている。
　新型コロナウイルス感染症の影響に
より、国の財政状況が厳しい中、地方
財政を取り巻く状況は、余談を許さな
い状況が予想されるが、引き続き、健
全で持続可能な財政運営に努められる
よう期待する。
　一般会計は各種事業が効率的・効果
的に執行されたことを評価する。
　特別会計は、それぞれ趣旨に沿った
執行がなされていると認められ、所期
の目的が達成されている。（要約）
　■反対討論なし

辰柳敬一
議員

議
会
活
動
報
告

盛
岡
北
部
行
政
事
務
組
合
議

会
臨
時
会

【
期
日
】
９
月
28
日

【
場
所
】
八
幡
平
市
役
所

【
出
席
者
】
近
藤
聖
議
員
、

山
崎
邦
廣
議
員
、
姉
帯
春

治
議
員

【
議
案
】
条
例
改
正
１
件
、

補
正
予
算
１
件
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編

集

後

記

情 報 公 開
　議長が議会の対外的活動をするための経費が議長交
際費です。各団体の総会、式典の会費が主なものです。

「７月～９月の支出はありません 」

N
o.　
　

197
９

月
定

例
会

議

2021（令
和

３
）年

10月
６

日
発

行
発

行
　

岩
手

県
葛

巻
町

議
会

編
集

　
広

報
常

任
委

員
会

〒
028-5495 岩

手
県

岩
手

郡
葛

巻
町

葛
巻

16-1-1
TEL・

0195-66-2111　
FAX・

0195-66-2780
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
▶
https://w

w
w
.tow

n.kuzum
aki.iw

ate.jp/

森林認証した紙を使用して
おります。

「くずまき議会だより」は、ユニバーサルカラーとユニバーサルフォント
に対応しており、より多くの方に視認しやすく、判読しやすいように配慮
して制作しております。一部当たり約79円で作成されています。
印刷：㈱白ゆり　〒020-0122 岩手県盛岡市みたけ6-1-50

次の定例会議は12月３日（金）です。

　
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
コ
ロ
ナ
の
中
、

開
催
さ
れ
何
事
も
な
く
、
皆
さ
ん
大

変
感
動
さ
れ
た
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

世
界
の
ア
ス
リ
ー
ト
の
皆
様
、
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。

　
ま
た
、
岩
手
県
で
も
コ
ロ
ナ
に
負

け
な
い
よ
う
に
、
前
の
よ
う
な
日
常

が
一
日
も
早
く
戻
る
こ
と
に
期
待
を

持
っ
て
、
皆
さ
ん
と
気
を
緩
む
こ
と

な
く
、
一
人
一
人
が
注
視
し
な
が
ら

頑
張
る
し
か
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
広
報
常
任
委
員
会

委
員　
姉　
帯　
春　
治

く ず ま き の 笑 顔 表紙の紹介

　葛巻高校陸上競技部（部員10人）の畑
はた

周
あまね

さん（２
年）は、９月10 ～ 12日に行われた第72回岩手県高
等学校新人陸上競技大会の男子走高跳で第２位（記
録：1ｍ95）、三段跳でも第３位（記録：13ｍ11）
に入賞しました（ともに自己ベスト）。また、4×
100ｍや4×400ｍのリレー種目でもＢ決勝（９～
16位レース）へ進み、決勝進出まであと一歩のと
ころまでチーム全体が力をつけてきています。
　取材当日は、軽米高校との合同練習で、一人一
人が全力で、明るく声を掛け合いながら練習に励
んでいました。（青いＴシャツが葛巻高校の部員）

葛巻高校　陸上競技部


